
Gikai
  Kamifurano

第　　　号

議会だよ議会だよりり

発行

128

　今号の表紙写真
　上富良野町子ども会育成協議会主催
　シャボン祭り

2025 年 10 月 24 日

地域のチカラで、はじける笑顔
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議会
懇談会

地域におもむく議会　～聴かせてください皆さんの意見～

談談 会会懇懇会会議議

とと皆皆 ささんん

のの議議 会会

　より開かれた議会となるよう、テーマを決めて話し合う「議会懇談会」。
町民の意見ひとつひとつから上富良野町の課題を浮き彫りにし、議会として政策立案、行政に提言できるよ
う皆さんの生の声を聞かせていただく大切な場です。
　今回は 24 名の「民生児童委員協議会」のみなさんと「高齢者支援・人口減少対策」についてをテーマ
に４つのグループに分かれて話し合いが行われました。また、民生児童委員の活動についても意見を交わしました。

参
加
者
か
ら
の
声

参
加
者
か
ら
の
声

公民館大ホールにおいて開催。

安
心
で
き
る
介
護
体
制
を
!

●
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
が
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
に
加
え

入
所
し
た
く
て
も
入
れ
な
い
と
い
う
声
も
聞
く
。
今
後
の

立
て
直
し
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

●
介
護
職
員
の
人
材
が
不
足
し
て
い
て
施
設
の
機
能
が
十

分
に
果
た
し
き
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

●
仕
事
を
や
め
て
付
き
っ
き
り
で
介
護
を
す
る
わ
け
に
も

い
か
な
い
。
そ
う
な
る
と
施
設
を
利
用
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
が
、
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
。

●
除
雪
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
改
善
で
き
な
い
か
。
高
齢
者

か
ら
苦
情
が
民
生
委
員
に
直
接
入
る
。高
齢
者
に
寄
り
添
っ

た
サ
ー
ビ
ス
に
し
て
ほ
し
い
。

●
除
雪
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
え
る
グ
ル
ー
プ
体
制
を
構
築
し
て
ほ
し
い
。

●
在
宅
事
業
の
値
上
げ
に
つ
い
て
議
会
で
否
決
と
な
っ
た
。

重
要
な
問
題
だ
と
受
け
止
め
て
お
り
、
み
な
さ
ん
生
活
が

大
変
に
な
っ
て
き
て
い
る
中
慎
重
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

充
実
し
た
高
齢
者
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
！

●
高
齢
者
が
運
転
免
許
返
納
後
に
協
会
病
院
等
に
通
う
に

あ
た
り
、
交
通
便
の
改
善
、
補
助
制
度
を
作
っ
て
も
ら
い

た
い
。

●
町
立
病
院
の
会
計
待
ち
時
間
を
短
縮
し
て
ほ
し
い
。

安
心
で
き
る
医
療
体
制
を
！

テ
ー
マ
①
　
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

●
空
き
家
の
虫
や
雑
草
問
題
、
除
雪
問
題
な
ど
見
え
な
い

と
こ
ろ
で
の
住
民
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
。

●
空
き
家
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
外
国

人
も
増
え
て
き
て
お
り
、
実
態
を
把
握
す
る
の
が
難
し
い
。

●
上
富
良
野
に
魅
力
が
な
い
か
ら
空
き
家
が
増
え
る
。
空

き
家
を
ど
う
に
か
し
た
い
。

増
え
て
い
く
空
き
家
を
ど
う
に
か
し
て
！

テ
ー
マ
②
　
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

7月16日（水）7月16日（水）
開催開催
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議会懇談会

町内の方で５人以上のグループであれば、どなたでも議会懇談会の開催を申し込むことができます。
議会に直接生の声を伝えることで、あなたの課題が町の課題として扱われるきっかけにもなります。

あなたの声を直接議会に届けませんか？あなたの声を直接議会に届けませんか？

申し込み方法 申込書を議会事務局までご提出ください。
詳細はこちらから👉

上富良野町議会事務局
☎ 45 ｰ 6992　FAX 45 ｰ 5362 

上富良野町民生児童委員協議会
会長　大

お お ば
場　富

とみぞう
蔵さん

　議員懇談会を通して、町議会議員と民生児童委員が意見交換を行い、
和やかな雰囲気の中で高齢者支援や、人口減少対策などの課題について
前向きに話し合うことができました。立場は違っても、町をより良くし
たいという思いは同じで、議員の皆様との距離も縮まり有意義な時間と
なりました。今後も地域の相談相手として、協力しながら町づくりに取
り組んでいきたいと思います。

●
地
域
と
の
つ
な
が
り
や
、
助
け
合
う
気
持
ち
が
薄
れ
て

い
る
の
で
、
町
に
住
ん
で
い
る
人
が
楽
し
め
る
活
動
が
あ

る
と
い
い
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
が
課
題
で
あ
り
、
近
所

に
子
ど
も
た
ち
が
住
ん
で
い
て
も
関
わ
り
が
少
な
い
。

●
イ
ベ
ン
ト
が
減
少
し
て
い
る
。
町
民
が
関
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
が
も
っ
と
あ
る
と
い
い
。
ま
た
、
文
化
を
育
て
る
環

境
も
必
要
で
は
な
い
か
。

つ
な
が
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
か
ら

安
心
で
き
る
町
へ
！

●
地
元
の
野
菜
が
買
え
る
こ
と
や
６
次
化
等
、
農
業
に
関

わ
る
も
の
を
活
性
化
で
き
れ
ば
。

●
空
港
が
近
く
、
富
良
野
と
美
瑛
の
間
に
あ
る
上
富
良
野

は
立
地
が
良
い
。
こ
の
好
条
件
を
活
か
し
も
っ
と
情
報
発

信
を
し
て
魅
力
を
伝
え
て
ほ
し
い
。

●
働
く
場
所
が
少
な
い
。
企
業
誘
致
や
ふ
る
さ
と
納
税
に

関
わ
る
雇
用
を
増
や
す
こ
と
で
改
善
で
き
な
い
か
。

魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
！

民
生
児
童
委
員
協
議
会
と
は
…

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
担
当
す
る
地
域

に
暮
ら
す
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
生
活
上
の
心

配
事
や
困
り
ご
と
、
医
療
や
介
護
、
子
育
て
の
不
安

な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
現
在
、
町
内
に
は

32
名
の
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
、
２
名
の
主
任

児
童
委
員
が
児
童
福
祉
を
専
門
的
に
担
当
し
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　民生児童委員として、初の試みの議会懇談会でしたが、委員からのいくつかの質問
にも丁寧にお答えいただきありがとうございました。上富良野町に定住してもらうた
めにはどうしたらいいのか？問題点など、私達が日頃感じていることを率直に話し合
えました。また、民生委員の日常の役割なども改めて知っていただいたことも良かっ
たです。様々な地域活動が行われている現場にも、お忙しいでしょうが、是非足を運
んでいただきたいという要望にも理解いただけたと信じています。とても有意義な時
間を持てたことで議員さんが近く感じました。毎年続けてほしいと希望します。上富良野町民生児童委員

行
なめかた

方　一
か ず え

枝さん

委員それぞれの思い
●高齢者実態調査が重荷になっている。
●委員のなり手がいない。報酬を上げるなど対策してほしい。
●地区ごとに活動量の格差があり、活動費について今後考えていかないといけない。
●議員には民生委員が行っている地域の活動をもっと知っていただきたい。様々な活動の場に議員の姿が見ら
れない。

参加者の声参加者の声
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定例会

議会 Pickup

定
例
会
の
概
要

　
町
議
会
で
は
、
第
３
回
定
例
会
が
９
月
18
日
か
ら
19
日
ま
で
の
２
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
定
例
会
で
は
、一
般
質
問
は
９
名
の
議
員
が
行
い
、

20
項
目
に
わ
た
っ
て
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
か
ら
は
、
議
員
派

遣
の
報
告
、
２
件
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
、
条
例
制
定・

一
部
改
正
な
ど
も
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
長
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
が
行
わ
れ
、
全
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ラベンダーハイツ利用者送迎用車両購入ラベンダーハイツ利用者送迎用車両購入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　532532 万万２２千円千円

　平成 26 年に購入した利用者送迎用車両（リフト付きワゴン車）が故障した
ことから、特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用し、新たな車両を購入する
ための予算を補正したことが報告されました。

人
　
　
事

教
育
長

教
育
長

　
令
和
７
年
９
月
30
日
教
育
長
の
任
期
が
満
了
と
な
る
た
め
、

教
育
長
を
任
命
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

教
育
委
員
会
委
員

　
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成

多
数
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員

　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
議
案
が
提
出

さ
れ
、
賛
成
多
数
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

川
かわさき

崎　優
まさる

さん

しろがね地区基幹水利施設突発事故復旧事業　しろがね地区基幹水利施設突発事故復旧事業　186186 万円万円

　令和７年4月20日に発生した豪雨災害にて、しろがね土地改良区(美瑛町・
上富良野町・中富良野町 ) の上南送水幹線用水路が破損したため、仮復旧工
事及び復旧に係る費用（国・北海道負担分以外）を補正しました。

農業世代交代円滑化事業　農業世代交代円滑化事業　430430 万円万円

　町の次世代を担う農業者になる事を志す者に対し、早期の経営基盤の確立
に向けた支援をする為、北海道経営発展支援事業補助金を活用し、申請のあっ
た農業用機械購入に対する費用を補正しました。

四
しかま

釜　充
みつひろ

啓さん 鈴
すずき

木　真
まゆみ

弓さん

日産キャラバン　2,500cc　寒冷地仕様　定員 10 名のうち車いす２名

令和７年 10 月１日から
   令和 10 年９月 30 日までの

3 年間

令和７年 10 月１日から
   令和 11 年９月 30 日までの

４年間

令和７年 10 月１日から
   令和 10 年９月 30 日までの

３年間

補正予算
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定例会

❺

議
会
広
報
特
別
委
員
会

研
修
内
容
　

　
８
月
19
日
、
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
議
会
広
報

研
修
会
が
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
、
議
会
広
報
特
別
委
員
５
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
住
民
に
読
ま
れ
る
広
報
、
議
会
の
内
容
が
伝
わ
る
広
報
づ

く
り
の
た
め
に
、
デ
ザ
イ
ン
・
レ
イ
ア
ウ
ト
や
見
出
し
で
訴

求
力
の
あ
る
紙
面
を
つ
く
り
、
議
会
活
動
を
的
確
に
伝
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
て

　
住
民
に
読
ま
れ
る
議
会
広
報
づ
く
り
の
た
め
、
誌
面
の
工

夫
や
分
か
り
や
す
い
表
現
、
見
や
す
い
文
字
な
ど
を
取
り
入

れ
、
読
者
の
興
味
・
関
心
を
喚
起
す
る
企
画
・
編
集
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
議
会
の
活
動
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、「
情
報
共
有
」「
見
え

る
化
」
な
ど
広
報
紙
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

研修会の様子

講
演
　
議
会
の
『
見
え
る
化
』
＆
住
民
と
の
『
信
頼
築
く
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
の
基
本
と
編
集

講
師
　
議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
　
　
　
　
芳
野
　
政
明
　
氏

こども誰でも通園制度こども誰でも通園制度

　子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律により、生後６か月から満３歳未満で保育所などに通っていな
いこどもを育てている家庭が、就労要件を問わず、時間単位で柔軟に利用できる新たなこども誰でも通園制度が
導入されることから、町として条例を定め、来年４月よりスタートします。

上富良野町とカムローズ市との友好都市提携の終結上富良野町とカムローズ市との友好都市提携の終結

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本
整
備
等
に
関

す
る
意
見
書

　
積
雪
寒
冷
地
で
あ
る
本
道
で
は
、
安
定
し
た
除
排
雪

体
制
の
確
保
な
ど
、
冬
期
間
の
住
民
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
資
材
・

人
件
費
の
高
騰
の
影
響
を
適
切
に
反
映
し
た
必
要
な
予

算
・
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

将
来
に
わ
た
り
安
全
安
心
な
医
療
・
介
護
制
度

の
提
供
を
求
め
る
意
見
書

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
本
道
に
お
い
て
、
地
方
で
は
特

に
人
口
減
少
が
激
し
い
上
、
昨
今
の
急
激
な
人
件
費
の

増
加
、
光
熱
費
・
食
材
料
費
の
高
騰
な
ど
も
相
ま
っ
て
、

現
在
の
医
療
機
関
、
介
護
施
設
等
を
取
り
巻
く
環
境
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
臨
時
的
な
診

療
報
酬
等
の
改
定
や
国
に
よ
る
補
助
制
度
の
創
設
に
よ

り
、
全
国
一
律
の
対
策
を
講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

富
良
野
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
第
２
回
定
例
会

　
令
和
７
年
第
２
回
富
良
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会
が
10

月
９
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
、
議
案
５
件
（
補
正
予
算
１

件
、
人
事
１
件
、
認
定
１
件
、
報
告
１
件
、
そ
の
他
１
件
）

が
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
広
域
連
合
長
か
ら
公
共
串
内
牧
場
に
お
け
る
感

染
症
（
小
型
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
症
）
の
発
生
に
つ
い
て
の
行

政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　町とカムローズ市は、昭和 60 年に友好都市提携を結び今年 40 周年
の節目の年となり、町から市に対して、提携継続に対する意思確認を電
子メールにより行われましたが、カムローズ市長からの返信がないこと
や、交流を担っていた両市町の民間団体が活動をすでに解散されている
ことから、この度、長年に渡る友好都市を町は終了することにしました。

友好都市

条例 友好都市提携の記念碑（1985 年９月盟約）
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上富良野のここが聞きたい‼上富良野のここが聞きたい‼
町民の思いを届ける 60 分町民の思いを届ける 60 分

林　　敬永 議員 湯川　千悦子 議員

荒生　博一 議員 井村　悦丈 議員

茶谷　朋弘 議員

①　町の移住定住支援策について

中瀬　　実 議員

米澤　義英 議員 金子　益三 議員

佐藤　大輔 議員

①　花火大会について
②　ラベンダーフェスタにおける
　　交通渋滞について

①　熱中症による事故防止のため、
　　エアコン設置費用の補助を行
　　う考えはないか 
②　止まらない物価高騰対策とし
　　てプレミアム付き商品券の発
　　行を行う考えはないか

①　今後の熱中症による健康被害
　　予防対策について
②　郷土芸能の保存継承について

①　ヒグマ対策について

①　これからの富良野広域連合へ
　　の考え方は
②　年末年始の繫忙期に対応でき
　　るプレミアム付き商品券事業
　　は行わないか

①　外国人による日本での土地取
　　得に対する町の対応について
②　消防本部移転計画の再考と住
　　民安全確保について

①　ラベンダーフェスタかみふら
　　の 2025 の運営について
②　町民に届く地域イベント等の
　　広報について

①　ミサイルの配備計画について
②　こども誰でも通園制度について
③　緊急通報システム事業について
④　白銀荘における非常用電源の確
　　保について
⑤　人口減少対策について
⑥　上富良野高校の維持存続について

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？
次の定例会の開会予定は… 12月 17日（水）、18日（木）です12月 17日（水）、18日（木）です

※この日程は変更になる場合がありますので、ご確認のうえ、役場３階の議場までお越しください。

９月定例会の傍聴者は７人人

・一般質問のページは質問議員本人により編
集されています。

こちらからも
ご視聴いただけます。

YouTube はじめましたYouTube はじめました

１日目
❶～❻

２日目
❼～❾

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾
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行
政
と
し
て
も
町
民
の
命
を

守
る
べ
き
事
案
と
考
え
る
が
。

斉
藤
町
長
　
昨
年
よ
り
冷
暖

房
設
備
の
あ
る
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
６
月
か
ら
９
月
の

期
間
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
と
し
て
指
定
し
て
い
る
。

高
齢
者
世
帯
や
乳
幼
児
に
つ

い
て
も
熱
中
症
対
策
の
啓
発

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

に
お
い
て
も
、
地
域
の
方
々

が
利
用
し
や
す
い
公
共
施
設

を
選
択
し
な
が
ら
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
拡
充
を
進

め
て
い
く
。

湯
川
議
員　
日
本
の
夏
は

年
々
厳
し
さ
を
増
し
、
熱
中

症
対
策
な
ど
の
健
康
管
理
が

よ
り
重
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
今
年
は
35
度
を
超
え
る

猛
暑
日
が
数
日
あ
り
、
高
齢

者
世
帯
や
乳
幼
児
が
い
る
世

帯
に
対
し
て
エ
ア
コ
ン
設
置

費
用
の
補
助
を
行
う
考
え
は

な
い
か
。

斉
藤
町
長
　
現
在
、
高
齢
者

や
乳
幼
児
に
限
定
し
て
の
エ

ア
コ
ン
設
置
の
補
助
は
行
っ

て
お
ら
ず
、
設
置
状
況
に
つ

い
て
も
把
握
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
聞
き
取
り
調
査
等
を

実
施
し
た
上
で
ど
の
よ
う
な

対
策
が
可
能
な
の
か
検
討
し

て
い
く
。

湯
川
議
員
　
熱
中
症
の
４
割

は
家
の
中
で
の
発
症
と
の
デ

ー
タ
も
あ
る
。
来
年
は
益
々

気
温
の
上
昇
も
考
え
ら
れ
、

あ
る
の
か
。

斉
藤
町
長
　
年
末
年
始
の
需

要
に
対
応
す
る
形
で
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
の

実
施
を
検
討
し
て
い
る
所
で

あ
る
。

湯
川
議
員
　
灯
油
代
、
電
気

代
、
水
道
代
な
ど
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
生
活
支
援
の
補
助

は
考
え
て
い
な
い
か
。

斉
藤
町
長
　
そ
れ
ら
に
つ
い

て
も
年
末
に
向
け
て
考
え
て

い
き
た
い
。

物
価
高
騰
対
策
は
進
ん
で

い
る
か

湯
川
議
員
　
毎
月
の
よ
う
に

生
活
に
関
わ
る
食
品
や
物
品

の
値
上
が
り
が
報
道
さ
れ
て

お
り
町
民
の
生
活
は
ひ
っ
迫

す
る
一
方
で
あ
る
。

　
今
年
度
町
民
に
対
し
て
の

生
活
支
援
は
あ
る
の
か
。

斉
藤
町
長
　
現
在
も
物
価
高

騰
が
続
い
て
お
り
、
国
に
お

い
て
参
議
院
選
挙
後
に
対
応

策
が
示
さ
れ
る
こ
と
を
想
定

し
そ
の
対
応
を
迅
速
に
図
る

よ
う
心
掛
け
て
い
た
と
こ
ろ

だ
が
、
具
体
的
な
も
の
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
何
ら

か
の
国
の
対
応
が
示
さ
れ
た

場
合
に
は
他
の
自
治
体
に
遅

れ
る
こ
と
な
く
対
応
し
て
い

く
。

湯
川
議
員
　
今
年
度
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
は

エアコン設置費用の補助を行う考えはないか

町長 -聞き取り調査等を実施した上で検討していく

湯川　千悦子 議員

毎月の生活必需品
の値上がりは、い
つまで続くのだろ
うか…

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
と
は
…
購
入
価
格

に
対
し
一
定
の
プ
レ
ミ
ア
ム
（
割
増
分
）
が
上
乗

せ
さ
れ
た
商
品
券
を
発
行
・
販
売
し
、
購
入
者
が

そ
の
商
品
券
を
地
域
の
店
舗
で
利
用
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
内
の
消
費
を
喚
起
し
、

経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

町内唯一のクーリングシェルター、保健福祉総合センターかみん

以前発行されたプレミアム付き商品券

熱中症
対策
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熱中症
対策 町長 -財源等の課題も含め検討していく

井村　悦丈　議員

今後の熱中症による健康被害予防対策は？

郷
土
芸
能
と
は
…
特
定
の
地
域
の
風
土
、
文
化
の
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
特
色
を
大
切
に
す
る
芸
能
。

娯
楽
芸
能
と
は
…
人
々
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
の
芸

　
　
　
　
　
　
　
術
や
表
現
技
法
の
総
称
。

伝
統
芸
能
と
は
…
全
国
的
・
歴
史
的
広
が
り
を
持

　
　
　
　
　
　
　
つ
歌
舞
伎
や
能
、
茶
道
を
い
う
。

長期的に見て、道内で
も今後夏場は猛暑日が
増えると予想されてい
るため、エアコンの必
要性は高いと言える。

井
村
議
員
　
町
で
は
気
候
変

動
適
応
法
改
正
に
よ
り
、
熱

中
症
に
よ
る
健
康
被
害
の
発

生
を
防
止
す
る
た
め
、
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

に
指
定
し
、
熱
中
症
に
よ
る

健
康
被
害
発
生
の
防
止
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

近
年
で
は
異
常
な
気
温
上
昇

が
観
測
さ
れ
、
過
去
の
北
海

道
の
夏
と
は
異
な
る
気
候
に

な
る
こ
と
が
今
後
予
想
さ
れ

て
い
る
。
感
染
症
の
リ
ス
ク

を
考
え
、
在
宅
で
過
ご
す
時

間
が
長
い
方
も
お
ら
れ
る
中

で
の
住
宅
や
、
町
民
に
広
く

利
用
さ
れ
る
公
共
施
設
の
空

調
に
つ
い
て
伺
う
。
　

　
高
齢
者
世
帯
へ
の
町
独
自

の
エ
ア
コ
ン
購
入
設
置
補
助

は
行
わ
な
い
の
か
。

斉
藤
町
長
　
熱
中
症
予
防
を

目
的
と
し
た
高
齢
者
世
帯
を

優
先
す
る
エ
ア
コ
ン
設
置
の

補
助
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
高

齢
者
世
帯
の
エ
ア
コ
ン
設
置

状
況
な
ど
の
調
査
等
を
実
施

し
た
上
で
、
ど
の
よ
う
な
対

応
が
可
能
な
の
か
、
財
源
等

の
課
題
も
含
め
検
討
し
て
い

く
。

井
村
議
員
　
今
後
、
町
の
公

共
施
設
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
る
計
画
は
な
い
の
か
。

斉
藤
町
長
　
今
後
に
お
い
て

も
、
地
域
の
方
々
が
利
用
し

や
す
い
公
共
施
設
を
選
択
し

な
が
ら
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
の
拡
充
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。

北の大文字の安政太鼓

伝
統
芸
能
の
保
存
継
承
に

つ
い
て

井
村
議
員
　
町
に
は
、
古
く

か
ら
地
域
に
根
差
し
た
郷
土

芸
能
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
芸

能
は
、
娯
楽
と
い
う
よ
り
も

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
今
に

伝
え
る
貴
重
な
民
俗
芸
能
で

あ
り
、
世
代
を
超
え
て
受
け

継
が
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
、
郷
土
芸
能
の
保

存
継
承
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

鈴
木
教
育
長
　
主
な
活
動
団

体
と
し
て
、「
東
中
清
流
獅

子
舞
」、
ま
た
「
上
富
良
野

安
政
太
鼓
」
い
ず
れ
の
活
動

も
単
な
る
娯
楽
芸
能
で
は
な

く
、
地
域
を
物
語
る
大
切
な

文
化
的
資
源
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
両
団
体
の
自
主
的
な
活
動

を
尊
重
し
、
必
要
に
応
じ
て

関
係
機
関
及
び
団
体
等
と
協

議
を
重
ね
、
普
及
活
動
を
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
支
援
は

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

井
村
議
員
　
鼓
動
館
の
老
朽

化
、
音
の
問
題
も
あ
り
、
道

具
の
保
管
場
所
を
兼
ね
た
よ

う
な
練
習
場
所
を
確
保
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

佐
藤
副
町
長
　
団
体
と
の
し

っ
か
り
と
し
た
話
合
い
を
し

な
が
ら
、
安
政
太
鼓
に
限
ら

ず
、
郷
土
芸
能
活
動
を
し
て

い
る
団
体
の
方
と
情
報
共
有

を
し
な
が
ら
、
協
力
で
き
る

範
囲
を
し
っ
か
り
と
協
力
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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ヒグマ出没注意の看板

有害
鳥獣

熊対策の官民連携の訓練をすべき

中瀬　　実　議員

現
在
、
管
轄
で
あ
る
富
良
野

警
察
署
や
沿
線
市
町
村
と
も

協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
は
関
係
機
関
や
猟

友
会
、
沿
線
自
治
体
等
と
も

連
携
し
、
定
期
的
な
訓
練
の

実
施
に
つ
い
て
計
画
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

中
瀬
議
員
　
令
和
６
年
、
令

和
７
年
の
ヒ
グ
マ
出
没
件
数

と
、
捕
獲
頭
数
は
。

斉
藤
町
長
　
出
没
件
数
に
つ

い
て
は
、
同
じ
個
体
が
目
撃

さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る

が
、
令
和
６
年
は
26
件
、
令

和
７
年
は
８
月
末
現
在
で
24

中
瀬
議
員
　
ヒ
グ
マ
出
没
対

策
に
向
け
、
官
民
連
携
の
訓

練
を
実
施
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

斉
藤
町
長
　
官
民
連
携
の
訓

練
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
今

後
関
係
機
関
を
含
め
た
机
上

訓
練
や
実
動
訓
練
は
必
要
と

な
る
と
考
え
て
い
る
。
緊
急

銃
猟
を
行
う
た
め
の
条
件
設

定
の
た
め
に
改
正
法
が
施
行

さ
れ
た
が
、
環
境
省
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
あ
る
も
の
の
避

難
指
示
や
交
通
規
制
、
立
入

規
制
と
い
っ
た
警
察
と
の
連

携
も
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ

ら
を
反
映
し
た
訓
練
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
作
成
す
る
必
要
が

あ
る
。
本
町
の
職
員
は
も
と

よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体

職
員
は
経
験
が
な
く
、
ま
た

緊
急
銃
猟
実
施
の
た
め
の
講

師
な
ど
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
と
で
は
な
く
、
警
察
が
大

体
７
割
ぐ
ら
い
、
110
番
を
す

る
人
が
多
い
た
め
、
警
察
か

ら
役
場
と
い
う
こ
と
で
、
連

携
の
連
絡
網
等
は
警
察
等
で

調
整
し
て
い
る
。
連
絡
を
い

た
だ
い
た
ら
、
警
察
と
と
も

に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、

猟
友
会
の
ハ
ン
タ
ー
の
方
と

協
力
し
な
が
ら
、
そ
こ
を
巡

回
す
る
と
い
う
形
で
対
応
し

て
い
る
。

中
瀬
議
員
　
今
の
所
、
我
が

町
で
人
身
被
害
は
な
い
が
一

刻
も
早
く
対
応
策
を
考
え
て

訓
練
を
行
う
べ
き
と
思
う
が
。

山
内
農
業
振
興
課
長
　
熊
の

駆
除
に
関
し
て
猟
友
会
と
引

き
続
き
協
力
し
な
が
ら
熊
の

対
策
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

件
、
捕
獲
件
数
に
つ
い
て
は
、

令
和
６
年
は
６
頭
、
令
和
７

年
は
４
頭
と
な
っ
て
い
る
。

中
瀬
議
員
　
令
和
６
年
と
令

和
７
年
に
お
い
て
市
街
地
に

熊
が
出
た
案
件
は
あ
っ
た
の

か
。

山
内
農
業
振
興
課
長
　
ラ
イ

ン
引
き
と
い
う
の
は
し
て
い

な
い
が
、
俗
に
言
う
市
街
地

に
熊
が
目
撃
さ
れ
た
と
い
う

話
は
聞
い
て
い
な
い
。

中
瀬
議
員
　
町
民
か
ら
役
場

に
熊
が
出
た
、
見
た
と
い
う

通
報
が
あ
っ
た
と
き
、
町
の

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
通
報
者

に
対
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な

も
の
は
あ
る
の
か
。

山
内
農
業
振
興
課
長
　
マ
ニ

ュ
ア
ル
自
体
は
今
作
成
し
て

い
る
が
緊
急
銃
猟
に
関
し
て
、

今
改
正
中
で
あ
る
。
通
報
に

関
し
て
は
必
ず
役
場
と
い
う

福島町、知床で人身
事故が発生。今の所
我が町ではヒグマに
よる人身事故がない。
今後も人身事故がな
いことを願う。

改
正
鳥
獣
保
護
管
理
法
と
は
…
市
街
地
に
ヒ
グ
マ

が
出
没
し
た
場
合
、
各
市
町
村
長
の
判
断
で
、
ハ

ン
タ
ー
に
よ
発
砲
を
依
頼
で
き
る
よ
う
に
な
る
、

緊
急
銃
猟
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

町長 -定期的な訓練に向けて取り組む
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広域
町長 -適宜検討していく

金子　益三　議員

これからの富良野広域連合への考え方は

広
域
連
合
と
は
…
複
数
の
地
方
公
共
団
体
が
協
力

し
、
広
範
囲
に
わ
た
る
行
政
課
題
に
効
率
的
か
つ

柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
る
特
別
地
方

公
共
団
体
で
す
。

富良野広域連合は、
各自治体が自立性を
保ちながら連携を強
化する形を目指して
進めてほしい。

富良野市へ移転される消防本部

金
子
議
員
　
発
足
か
ら
16
年

が
過
ぎ
た
富
良
野
広
域
連
合

の
現
状
認
識
と
課
題
は
。

斉
藤
町
長
　
事
務
を
広
域
連

合
へ
集
約
す
る
こ
と
で
、
効

率
化
が
図
ら
れ
た
と
認
識
し

て
お
り
、
今
後
も
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
安
定
的
な
供
給
な
ど

に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

金
子
議
員
　
広
域
連
合
が
発

足
に
至
る
ま
で
の
沿
革
や
広

域
連
合
に
な
っ
た
の
か
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長
　
今
か
ら
遡
る
と

16
年
前
、
当
時
の
国
の
三
位

一
体
の
改
革
か
ら
始
ま
る
か

と
思
う
。
こ
の
圏
域
も
今
後

ど
う
す
る
か
と
い
う
中
で
、

最
終
的
に
選
択
し
た
の
が
広

域
連
合
と
認
識
し
て
い
る
。

金
子
議
員
　
平
成
13
年
に
始

ま
り
、
富
良
野
圏
域
は
合
併

で
は
な
く
連
携
を
深
め
る
こ

と
で
自
主
性
を
高
め
る
と
い

っ
て
、
ス
タ
ー
ト
し
自
賄
方

式
を
併
用
し
16
年
が
過
ぎ
経

費
削
減
が
さ
れ
て
い
な
い
現

状
で
、
非
常
に
ね
じ
れ
た
現

状
で
あ
る
が
町
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長
　
金
額
に
は
表
れ

な
い
部
分
の
合
理
化
、
効
率

化
と
い
う
の
は
図
ら
れ
た
と

考
え
て
い
る
。

金
子
議
員
　
広
域
連
合
は
新

し
い
自
治
体
と
し
て
、
新
な

枠
組
み
の
中
で
職
員
と
な
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

斉
藤
町
長
　
問
題
点
、
ま
だ

積
み
残
し
が
16
年
た
っ
て
も

そ
の
ま
ま
と
い
う
、
い
ろ
い

ろ
各
市
町
村
に
事
情
が
あ
る

の
か
と
思
う
が
、
ま
だ
解
決

さ
れ
て
い
な
い
。

金
子
議
員
　
自
賄
な
ど
16
年

こ
の
問
題
が
棚
上
げ
さ
れ
て
、

積
み
残
し
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
今
後
ど
う
進
め

て
い
く
考
え
か
。

斉
藤
町
長
　
自
分
の
ま
ち
で

全
て
自
賄
い
し
て
い
る
の
で
、

予
算
の
配
分
に
つ
い
て
は
問

題
な
い
。
本
部
で
予
算
を
集

め
て
そ
れ
か
ら
配
分
す
る
と
、

負
担
と
サ
ー
ビ
ス
、
予
算
の

配
分
が
ど
う
な
の
か
、
そ
れ

が
ど
う
担
保
さ
れ
る
の
か
、

い
ろ
い
ろ
皆
さ
ん
不
安
に
思

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
将
来
、

統
一
す
る
に
し
て
も
危
惧
す

る
部
分
と
思
っ
て
い
る
。

金
子
議
員
　
自
賄
い
の
中
で

消
防
は
特
に
問
題
が
あ
る
、

消
防
本
部
の
人
員
と
給
与
の

負
担
も
町
が
大
き
く
拠
出
す

る
状
態
が
続
い
て
い
る
。
本

来
は
こ
の
部
分
を
整
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

斉
藤
町
長
　
上
富
良
野
署
員

が
苦
労
し
て
い
る
の
で
当
然

解
消
し
て
ほ
し
い
が
、
新
た

に
兼
務
を
な
く
し
て
本
部
職

員
を
４
名
増
や
す
と
な
る
と
、

５
市
町
村
の
合
意
が
必
要
で
、

純
粋
に
４
名
増
や
し
て
そ
れ

だ
け
の
事
務
量
が
常
時
あ
る

の
か
ど
う
か
と
い
う
の
も
十

分
検
討
し
、
５
市
町
村
で
決

め
る
問
題
と
思
う
。

金
子
議
員
　
給
食
セ
ン
タ
ー

も
老
朽
化
が
激
し
い
。
自
賄

で
建
て
替
え
か
、
広
域
で
負

担
の
ど
ち
ら
な
の
か
。

斉
藤
町
長
　
色
々
選
択
肢
が

あ
る
が
、
自
賄
い
で
建
て
た

場
合
広
域
連
合
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
他
の
ま
ち
も
建
設
費

を
負
担
と
い
う
の
は
難
し
い

と
考
え
る
。

金
子
議
員
　
富
良
野
圏
域
５

市
町
村
で
の
市
町
村
合
併
は

今
後
進
む
の
か
。

斉
藤
町
長
　
合
併
は
今
現
在

で
は
考
え
て
い
な
い
。
将
来

に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。
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ア
キ
ッ
パ
と
は
…
個
人
宅
な
ど
に
あ
る
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
駐
車
場
と
し
て
貸
し
借
り
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
。
利
用
者
は
ア
プ
リ
で
目
的
地
近
く
の
駐
車

場
を
事
前
決
済
で
予
約
で
き
、
オ
ー
ナ
ー
は
収
益

を
得
ら
れ
る
。

佐
藤
議
員
　
今
年
は
昨
年
を

上
回
る
約
５
万
６
千
人
も
の

方
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
幻
想

的
な
空
間
に
酔
い
し
れ
た
と

各
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
そ
の
一
方
、
付
近
の

交
差
点
で
車
両
が
混
雑
し
、

町
民
の
日
常
生
活
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
。
観
光
振
興

と
住
民
の
安
心
・
安
全
を
両

立
す
る
観
点
か
ら
、
対
策
を

講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
。

斉
藤
町
長
　
夜
間
の
２
時
間

の
み
と
い
う
短
時
間
に
来
場

者
が
入
れ
替
わ
る
特
殊
な
イ

ベ
ン
ト
形
態
で
、
抜
本
的
な

解
決
は
困
難
だ
が
、
町
民
が

町
の
誇
り
と
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
つ
つ
、

新
た
な
臨
時
駐
車
場
の
確
保
、

警
備
員
、
交
通
整
理
員
の
増

員
な
ど
、
対
策
を
講
じ
た
い
。

佐
藤
議
員
　
渋
滞
の
緩
和
策

や
財
源
の
確
保
策
と
し
て
駐

車
場
の
有
料
化
を
求
め
る
声

が
あ
る
。
有
料
化
に
よ
っ
て

来
場
者
が
抑
制
さ
れ
渋
滞
を

緩
和
で
き
る
の
か
、
か
え
っ

て
渋
滞
が
悪
化
す
る
の
か
見

解
を
伺
う
。

斉
藤
町
長
　
有
料
化
に
よ
っ

て
迷
惑
駐
車
の
増
加
や
来
場

者
の
減
少
と
い
う
懸
念
が
あ

る
が
、
現
時
点
で
は
全
く
結

論
は
出
て
い
な
い
。
た
だ
、

有
料
化
に
つ
い
て
も
渋
滞
緩

和
策
の
１
つ
と
し
て
検
討
し

た
い
。

佐
藤
議
員
　
車
両
が
通
行
し

や
す
い
よ
う
に
、
駐
車
場
入

り
口
付
近
か
ら
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
ま
で
の
道
路
脇
の
路
側

駐車場を事前に確保出来るため
安心して来場ができる「アキッパ」

帯
を
拡
張
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。
渋
滞
で
混
雑
す
る

箇
所
の
安
全
性
を
高
め
る
た

め
に
も
、
整
備
の
優
先
順
位

を
上
げ
る
べ
き
で
は
。

斉
藤
町
長
　
歩
道
が
あ
れ
ば

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
駐
車
場
も

有
効
活
用
で
き
る
と
思
う
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
以
外
に
も

利
用
者
が
多
い
道
路
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
財
源
が
確
保
で

き
れ
ば
安
全
確
保
を
図
り
た

い
。

佐
藤
議
員
　
個
人
宅
の
車
庫

や
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
登
録
す

れ
ば
、
観
光
客
が
有
料
で
駐

車
可
能
に
な
る
ア
キ
ッ
パ
と

い
う
ア
プ
リ
サ
ー
ビ
ス
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
渋
滞
の
解

消
と
町
民
の
イ
ベ
ン
ト
参
画

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
。

斉
藤
町
長
　
民
有
地
を
貸
す

こ
と
で
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
い
る
と
い
う
意
識
を
醸

成
で
き
る
。
コ
ス
ト
な
ど
含

め
検
討
し
た
い
が
、
導
入
す

る
価
値
は
十
分
に
あ
る
。

佐
藤
議
員
　
ア
キ
ッ
パ
の
活

用
に
よ
っ
て
駐
車
場
の
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
が
増
え
る
と
、
よ

り
多
く
の
方
が
訪
れ
、
い
ず

れ
来
場
者
が
10
万
人
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
ア
キ
ッ
パ

の
よ
う
な
新
し
い
ア
イ
デ
ア

は
力
強
く
後
押
し
し
て
ほ
し

い
が
。

斉
藤
町
長
　
こ
の
ア
プ
リ
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
活
用
で
町
民

が
一
体
と
な
り
、
町
外
の
方

も
町
内
の
方
も
上
富
良
野
を

好
き
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
、

予
算
を
割
い
て
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
本
当
の
目
標
で
あ

る
。
現
状
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
渋
滞
の
低
減
を
図
り
な

が
ら
、
地
元
経
済
が
潤
う
よ

う
努
め
た
い
。

ラベンダー
フェスタ

過度の渋滞は見過ごせないが
町長 -生活への支障を最小限に抑えたい

佐藤　大輔　議員

ラベンダーフェスタ
は町民の祭りと言え
るのか？渋滞問題を
機に町民の認知度が
上がることを期待す
るが…
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安心
町長 -適切に対応していく

林　　敬永　議員

外国人による土地取得、町の対応は？

林
議
員
　
外
国
人
に
よ
る
日

本
で
の
土
地
取
得
に
対
す
る

「
自
治
体
」
の
対
応
に
つ
い

て
、
こ
こ
数
年
全
国
的
に
注

目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
特
に

安
全
保
障
や
水
資
源
の
保
全

と
い
っ
た
観
点
か
ら
各
自
治

体
が
対
応
を
進
め
て
い
る
。

当
町
に
お
い
て
も
、
外
国
人

に
よ
る
土
地
取
得
が
聞
か
れ

る
が
、
外
国
資
本
等
に
よ
る

土
地
取
得
は
、
町
民
に
お
い

て
生
活
す
る
う
え
で
の
不
安

等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
情
報

公
開
と
自
治
体
と
し
て
の
明

確
な
方
針
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
る
が
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
。

斉
藤
町
長
　
外
国
資
本
で
あ

っ
て
も
経
済
的
な
取
引
な
ど

は
国
内
の
資
本
と
の
差
異
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
一
方
、

生
活
習
慣
な
ど
の
認
識
の
差

や
所
有
者
が
国
外
在
住
の
場

合
の
連
絡
調
整
経
費
の
負
担

増
や
ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
処
に

国
内
企
業
以
上
の
労
力
と
時

間
・
経
費
が
必
要
に
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
、
道
内
の
自

治
体
に
お
い
て
は
、
過
度
な

開
発
や
不
適
切
な
構
築
物
、

不
適
切
な
土
地
利
用
等
を
制

限
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
本
町
に
お
い
て
も

先
進
的
事
例
を
学
び
、
国
の

法
制
度
も
注
視
し
な
が
ら
調

査
研
究
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　

もし外国企業が我が
町の土地を広大に取
得した場合、まちづ
くりはどうなるのか
不安しかない。規制
強化のために勉強し
なくては。

現
状
、
日
本
で
は
外
国
人
が
土
地
を
購
入
す
る
こ

と
に
対
す
る
全
面
的
な
規
制
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
憲
法
で
財
産
権
が
保
障
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
国
際
的
な
協
定
に
基
づ
い
て
い
る
た
め

で
す
。

活発化する不動産投資

消
防
本
部
移
転
計
画
の
再

考
に
つ
い
て

林
議
員
　
先
の
報
道
に
あ
っ

た
富
良
野
広
域
連
合
に
お
け

る
消
防
本
部
機
能
を
富
良
野

市
へ
移
転
す
る
計
画
に
つ
い

て
、
私
と
し
て
は
寝
耳
に
水

の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

は
上
富
良
野
町
の
地
理
的
特

性
と
住
民
の
安
全
・
安
心
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

で
あ
り
、
看
過
す
る
こ
と
の

出
来
な
い
重
要
な
こ
と
だ
と

考
え
る
。
消
防
本
部
機
能
が

上
富
良
野
町
に
置
か
れ
て
い

る
理
由
は
、
ど
の
よ
う
な
理

由
か
ら
と
理
解
し
て
い
る
の

か
。

斉
藤
町
長
　
消
防
本
部
機
能

が
本
町
に
置
か
れ
て
い
る
理

由
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
市

町
村
長
や
担
当
者
な
ど
に
よ

り
、
広
域
連
合
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
か
と
い
う
意
見
、

議
論
を
し
た
結
果
、
市
町
村

に
お
け
る
機
能
の
分
担
等
を

考
慮
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
民
へ
説
明
す
る

考
え
に
つ
い
て
は
、
住
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
う
え
で

不
可
欠
な
消
防
サ
ー
ビ
ス
、

特
に
初
期
消
火
や
、
救
急
搬

送
に
お
け
る
対
応
は
、
上
富

良
野
消
防
署
へ
の
影
響
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
た
め
、

説
明
会
な
ど
に
よ
る
住
民
へ

の
説
明
は
考
え
て
い
な
い
。消防本部が入る庁舎
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ラベンダー
フェスタ

純
米
吟
醸
「
泥
流
地
帯
」
は
、
大
正
15
年
の
十
勝

岳
大
噴
火
の
際
、
災
害
に
遭
っ
た
草
分
地
区
の
農

家
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
栽
培
さ
れ
た
酒
米
「
き
た

し
ず
く
」
を
使
用
し
て
製
造
さ
れ
た
も
の
で
す
。

有料イベントの検討が必要なのでは
町長 -検討する必要があると考える

今年のライトアップの
来 場 者 56,000 人 か
ら一人 500 円をいた
だいた場合 2,800 万
円もの財源確保ができ
るんだけどなあ～

荒
生
議
員
　
今
後
も
こ
の
ま

ま
の
ク
オ
リ
テ
ィ
で
ラ
ベ
ン

ダ
ー
フ
ェ
ス
タ
か
み
ふ
ら
の

を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

今
般
の
物
価
高
で
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
の
機
材
の
レ
ン
タ
ル
料

や
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
伴

う
人
件
費
、
ま
た
、
交
通
誘

導
に
必
要
な
警
備
員
な
ど
の

必
要
経
費
が
高
騰
し
て
い
る

今
、
今
後
に
お
い
て
も
持
続

可
能
な
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い

く
た
め
に
は
、
有
料
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
の
継
続
も
視
野
に

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
。

斉
藤
町
長
　
開
始
以
来
順
調

に
入
込
数
を
伸
ば
し
て
お
り
、

現
在
は
極
め
て
質
の
高
い
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
を
無
料
で
見
ら

れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
今

後
も
イ
ベ
ン
ト
と
本
町
の
認

知
度
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
一
方
で
駐
車
場
不
足

や
交
通
渋
滞
な
ど
、
抜
本
的

解
決
が
困
難
な
課
題
も
顕
在

化
し
て
い
る
こ
と
や
、
物
価

高
騰
や
人
件
費
の
上
昇
で
特

に
交
通
誘
導
な
ど
安
全
な
イ

ベ
ン
ト
運
営
に
係
る
根
幹
の

費
用
が
増
嵩
し
て
い
る
現
状

で
あ
る
の
で
、
永
く
主
要
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
持
続
し
て
い

く
た
め
に
は
、
今
後
有
償
化

を
含
め
た
持
続
可
能
な
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
定
着
す
る
こ
と

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

荒生　博一　議員

純
米
吟
醸
酒「
泥
流
地
帯
」

の
販
売
に
つ
い
て

荒
生
議
員
　
上
富
良
野
産
酒

米
き
た
し
ず
く
100
％
の
純
米

吟
醸
酒
で
あ
る
泥
流
地
帯
の

販
売
が
昨
年
よ
り
行
わ
れ
て

お
り
、
今
年
の
春
に
は
十
勝

岳
ラ
ベ
ル
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
販
売

は
順
調
で
あ
る
と
察
す
る
が
、

町
民
に
よ
り
浸
透
し
活
用
い

た
だ
く
た
め
に
も
住
民
周
知

等
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

今
後
の
地
酒
づ
く
り
ど
の
よ

う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

斉
藤
町
長
　
現
在
町
内
外
で

販
売
さ
れ
て
い
る
純
米
吟
醸

十
勝
岳
に
つ
い
て
は
、
十
勝

岳
ラ
ベ
ル
、
泥
流
地
帯
ラ
ベ

ル
の
２
種
類
、
一
升
瓶
、
四

合
瓶
、
300
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
瓶

を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
お
り
、

か
な
り
好
調
な
売
れ
行
き
を

見
せ
、
日
本
酒
シ
ー
ズ
ン
と

さ
れ
る
冬
季
に
向
け
て
は
、

在
庫
の
維
持
が
困
難
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
安
定
し
た

生
産
の
維
持
に
必
要
な
製
造

量
を
完
売
で
き
る
水
準
に
は

達
し
た
も
の
の
、
町
の
特
産

品
と
し
て
の
定
着
に
は
５
年

10
年
と
い
う
期
間
で
の
試
行

錯
誤
を
要
す
る
と
考
え
て
い

る
。
う
る
ち
米
が
中
心
で
あ

る
本
町
の
稲
作
に
お
い
て
は
、

酒
米
の
作
付
に
つ
い
て
は
大

き
な
手
間
、
コ
ス
ト
が
か
か

り
、
さ
ら
に
米
価
格
の
高
騰

と
酒
米
の
価
格
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
必
要
が
あ
る
が
、
十

分
な
原
材
料
の
確
保
に
努
め
、

醸
造
量
に
つ
い
て
も
増
加
し
、

町
内
で
の
さ
ら
な
る
浸
透
と
、

販
路
の
拡
大
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

上富良野町の地酒　泥流地帯・十勝岳
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移住
定住 町長 -すぐにできることから取り組んでいきたい

茶谷　朋弘　議員

移住定住に向けた支援策が中途半端ではないか

人口減少が進んでいく
中、各町はいかに人口
を減らさないか必死に
考えている。上富良野
も遅れを取らないよう
にしていかないと…

多
く
の
町
で
人
口
が
減
っ
て
い
る
一
方
で
、
子
育

て
支
援
や
住
宅
支
援
の
充
実
、
積
極
的
な
移
住
政

策
に
よ
っ
て
南
幌
町
、
東
川
町
、
厚
真
町
等
の
よ

う
に
人
口
を
増
や
し
て
い
る
町
も
増
え
て
き
て
い

る
。

茶
谷
議
員
　
移
住
促
進
を
進

め
て
い
く
中
、
近
隣
の
他
市

町
村
と
比
較
を
す
る
と
十
分

な
効
果
が
出
て
い
る
か
疑
問

が
残
る
が
、
成
果
に
対
す
る

考
え
は
。

斉
藤
町
長
　
町
独
自
で
子
ど

も
医
療
費
無
料
化
や
、
上
富

良
野
高
校
へ
の
支
援
、
新
規

開
業
支
援
な
ど
、
町
民
を
含

め
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方

に
も
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
支

援
策
を
実
施
し
て
き
た
が
、

町
外
へ
の
情
報
発
信
が
不
足

し
て
い
た
と
感
じ
て
い
る
。

茶
谷
議
員
　
医
療
費
無
料
、

新
規
開
業
支
援
、
シ
ー
ズ
ン

ス
テ
イ
住
宅
や
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
な
ど
は
、
他
の
町
で
も

同
じ
よ
う
に
や
っ
て
い
る
。

情
報
発
信
不
足
と
い
う
よ
り
、

他
町
村
と
比
べ
る
と
支
援
が

弱
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
し
ま
う
部
分
は
あ
る
が
。

斉
藤
町
長
　
そ
れ
ぞ
れ
自
治

体
間
で
施
策
は
違
う
が
、
今

の
と
こ
ろ
は
上
富
良
野
の
施

策
が
足
り
な
く
て
ほ
か
の
市

町
村
に
比
べ
て
人
口
が
減
っ

て
い
る
と
い
う
現
状
に
は
な

い
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ

で
十
分
か
と
い
わ
れ
た
ら
、

将
来
に
向
か
っ
て
い
ろ
い
ろ

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

茶
谷
議
員
　
自
衛
隊
員
を
含

め
仕
事
で
町
内
に
勤
務
さ
れ

て
い
る
方
が
町
外
に
住
居
を

構
え
る
と
い
っ
た
話
を
近
頃

み
や
す
い
こ
と
等
を
あ
げ
る

が
、
町
の
取
組
や
支
援
策
が

す
ご
く
よ
か
っ
た
と
い
っ
て

移
住
・
定
住
し
て
き
ま
し
た

と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
あ

ま
り
な
い
が
今
後
の
考
え
は
。

斉
藤
町
長
　
今
持
っ
て
い
る

制
度
が
そ
の
ま
ま
で
い
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
上
富

良
野
と
同
じ
よ
う
な
条
件
で

人
口
が
増
え
て
い
る
町
は
な

ぜ
増
え
て
い
る
の
か
、
十
分

に
調
査
・
研
究
を
し
た
う
え

で
、
ほ
か
の
手
段
は
な
い
の

か
、
既
存
の
政
策
も
含
め
て

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
必
要

だ
と
思
う
。
一
人
で
も
多
く

人
口
が
増
え
る
よ
う
な
政
策

を
取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

よ
く
聞
く
が
町
外
へ
の
流
出

を
防
ぎ
、
定
住
を
図
る
た
め

の
施
策
は
な
い
か
。

斉
藤
町
長
　
こ
れ
は
上
富
良

野
特
有
の
現
象
で
は
な
く
て

人
口
動
態
が
都
市
部
に
集
中

し
て
い
る
。
や
は
り
便
利
な

と
こ
ろ
に
行
く
と
い
う
日
本

全
国
の
現
象
と
い
う
の
は
あ

る
の
だ
ろ
う
と
認
識
し
て
い

る
が
、
多
少
通
勤
・
通
学
時

間
が
延
び
て
も
上
富
良
野
の

ほ
う
が
や
は
り
い
い
な
、
上

富
良
野
に
住
も
う
か
な
と
感

じ
る
よ
う
な
施
策
は
将
来
こ

れ
か
ら
人
口
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
当
然
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

茶
谷
議
員
　
上
富
良
野
町
に

移
住
・
定
住
し
た
理
由
と
し

て
多
く
の
方
が
、
自
然
や
景

観
、
人
の
よ
さ
、
空
港
の
近

さ
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
で
住

昨年開催された移住・交流フェア



 かみふらの議会だより第 128 号⓯

一般質問

安
保
３
文
書
と
は
…
最
上
位
の
戦
略
文
書
で
、
防

衛
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
、
防
衛
費
の
総

額
や
装
備
品
数
量
な
ど
を
示
す
計
画
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。

米
澤
議
員
　
８
月
29
日
敵

の
射
程
外
か
ら
攻
撃
す
る

国
産
の
長
射
程
ミ
サ
イ
ル

の
配
備
計
画
を
発
表
し
た
。

２
０
２
６
年
度
に
、
上
富
良

野
駐
屯
地
に
滑
空
弾
を
運
用

す
る
部
隊
を
新
編
・
配
備
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。
町
民
か

ら
は
、
攻
撃
の
対
象
に
な
り

か
ね
な
い
な
ど
の
不
安
の
声

が
あ
る
。
町
や
関
係
機
関
は

配
備
計
画
に
つ
い
て
住
民
に

説
明
を
行
い
配
備
の
中
止
を

求
め
る
べ
き
で
は
。

斉
藤
町
長
　
29
日
の
午
前
中

に
北
海
道
防
衛
局
よ
り
説
明

を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
の
配
備
に
関
し
て
は
、

我
が
国
へ
の
侵
略
が
確
実
に

阻
止
さ
れ
る
と
認
識
さ
せ
、

我
が
国
の
抑
止
力
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。

　
駐
屯
地
創
設
以
来
、
町
の

活
性
化
と
さ
ら
に
は
人
口
減

少
へ
の
歯
止
め
に
繋
が
っ
て

き
て
お
り
、
共
存
共
栄
の
ま

ち
づ
く
り
を
取
り
進
め
て
き

た
こ
と
か
ら
、
一
定
の
理
解

を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ミ
サ
イ
ル
配
備
計
画
に
伴

い
部
隊
の
再
編
と
弾
薬
庫
の

拡
充
に
つ
い
て
は
、
令
和
８

年
度
末
ま
で
に
100
人
増
員
の

見
込
み
と
説
明
を
受
け
て
い

る
。
弾
薬
庫
の
拡
充
の
説
明

は
受
け
て
い
な
い
。

　
配
備
に
あ
た
り
不
安
等
の

課
題
が
生
じ
た
際
に
は
地
元

の
皆
様
に
丁
寧
な
説
明
と
課

題
の
解
消
を
行
う
よ
う
に
、

国
に
要
請
す
る
。

長射程ミサイルが配備される上富良野駐屯地

平和
ミサイル配備計画の中止要請を
町長 -不安等の課題が生じた際に丁寧な説明をする

米澤　義英　議員

住民の命とくらし
を守るのが町長の
役割、ミサイル配
備計画の容認は許
されない。

新
築
住
宅
の
助
成
制
度
を

米
澤
議
員
　
人
口
減
少
で
地

域
の
活
力
や
社
会
基
盤
の
衰

退
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
町
に
お
い
て
は
、
人
口

減
少
を
抑
制
す
る
た
め
に
定

住
移
住
促
進
計
画
に
基
づ
き
、

町
内
居
住
者
の
定
住
と
町
外

居
住
者
移
住
促
進
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
他
の
自
治
体

で
は
人
口
減
少
を
抑
制
す
る

た
め
に
若
い
世
代
が
住
居
を

新
築
す
る
と
き
に
、
住
宅
助

成
を
実
施
し
定
住
移
住
に
つ

な
げ
て
い
る
町
も
あ
る
。
町

に
お
い
て
も
若
い
世
代
な
ど

が
住
宅
を
新
築
す
る
と
き
に

住
宅
助
成
制
度
を
設
け
て
、

よ
り
踏
み
込
ん
だ
対
策
が
必

要
で
は
。

斉
藤
町
長
　
本
町
に
お
い
て

現
在
は
民
間
ア
パ
ー
ト
が
、

１
０
５
５
室
あ
り
、
移
住
希

望
者
に
対
し
住
居
数
が
不
足

し
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
は

少
な
い
と
考
え
る
。
貸
し
た

い
、
売
り
た
い
と
い
う
所
有

者
と
、
住
み
た
い
と
い
う
移

住
希
望
者
が
マ
ッ
チ
ン
グ
で

き
る
よ
う
、
情
報
提
供
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

賃
貸
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方

が
町
内
に
住
宅
を
建
て
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、
定
住
に

と
っ
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

他
の
自
治
体
で
行
っ
て
い
る

移
住
者
に
特
化
し
た
金
銭
的

支
援
に
つ
い
て
は
、
本
町
の

よ
う
に
社
会
的
増
減
の
多
い

自
治
体
で
は
実
施
が
難
し
い

が
、
移
住
・
定
住
対
策
の
ほ

か
、
こ
れ
ま
で
の
住
居
の
支

援
策
等
に
新
築
へ
の
対
応
が

可
能
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
な
の
か
検
討
し

て
い
る
。
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委員会の新しい体制の紹介委員会の新しい体制の紹介

厚生文教常任委員会

①委員長　　佐藤　大輔
②副委員長　湯川　千悦子
③委員　　　荒生　博一
④委員　　　米澤　義英

⑤委員　　小林　啓太
⑥委員　　岡本　康裕

　医療、福祉、教育といった生活に関
わる分野を主に担当しています。

委員長からひとこと
　独居高齢者世帯の増加、町立病院の
医師不足、ラベンダーハイツの施設維
持など課題が山積しておりますが、解
決に向けて尽力いたします。

　選挙から２年が経過し任期を終えた
ため、９月 11 日の全員協議会におい
て議員間で選挙を行い、第３回定例会
にて議長より選任されました。
　これから２年間、新体制でより良い
まちづくりを目指します。

総務産建常任委員会

①委員長　　金子　益三
②副委員長　井村　悦丈
③委員　　　林　　敬永
④委員　　　茶谷　朋弘

⑤委員　　中瀬　　実
⑥委員　　北條　隆男
⑦委員　　中澤　良隆

　町の基本計画や、産業、観光、道路
や水道の整備を主に担当しています。

委員長からひとこと
　この度総務産建常任委員長に就任い
たしました。総務全般・農業・企画商
工観光・建設水道・税務などを所管担
当します。しっかりと審議をして住み
よいまちづくりのため頑張ります。

委員会とは…扱うテーマや役割を分けた “ 専門チーム ”
のこと。大きな方針は本会議に全員で決めますが専門的
な部分や活動は委員会に分かれてじっくり検討します。

なぜ委員会を改選するの？…議会の公平性を保ち活性化を促
すために委員会メンバーを新しくします。

❶❶

❶❶

❷❷

❷❷

❸❸

❸❸

❹❹

❹❹

❺❺

❺❺

❻❻

❻❻

❼❼

概要
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委員会構成

議会をリニューアル議会をリニューアル

議会運営委員会

①委員長　　荒生　博一
②副委員長　北條　隆男
③委員　　　佐藤　大輔

④委員　　金子　益三
⑤委員　　中瀬　　実
⑥委員　　岡本　康裕

　より良い議会運営のために協議
を行い、議会の活性化、改革を進
めます。

委員長からひとこと
　議会運営委員会では、議会の
円滑な運営を図るための協議と、
議会の会議規則・条例の制定・
改廃、議長からの諮問事項に関
する調査や審査を行います。
　これからの 2 年間しっかりと
職責を全うしたいと思います。

①委員長　　茶谷　朋弘
②副委員長　林　　敬永
③委員　　　湯川　千悦子

④委員　　米澤　義英 
⑤委員　　井村　悦丈
⑥委員　　小林　啓太

　町民に議会のことを知ってもら
うために議会だよりを発行してい
ます。

委員長からひとこと
　1 人でも多くの町民が手に取
り議会に興味を持てるような
「分かりやすく、読みたくなる
議会だより」を発行できるよう
頑張ります。

①会長　　井村　悦丈
②副会長　岡本　康裕
③理事　　北條　隆男

④監事　　米澤　義英
⑤監事　　中瀬　　実

　議員の福利厚生や議員行事の開
催などを行います。

会長からひとこと
　議員相互理解を深め、情報交
換・意見交換を通じて、より円
滑な議会運営につなげたいと思
います。

議会広報特別委員会

議員会

荒生　博一

民生委員候補者を
厳正かつ公平に審
査し、北海道に推
薦しています。

民
生
委
員
推
薦
会
委
員

都
市
計
画
審
議
会
委
員

林　　敬永

茶谷　朋弘

公園魅力再生計画
や、景観づくり計
画などを調査・審
議しています。

❶❶

❶❶
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発
行
／
上
富
良
野
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

  

議 

会 

だ 

よ 

り
No.
128

⓲

編
　
集

　
後

　
記

議会広報特別委員会

委
員
長
　
　
茶
　
谷
　
朋
　
弘

副
委
員
長
　   

林
　
　
　
敬
　
永

委

員
　
　
湯
　
川
　
千
悦
子

　
　
　
　
　
　
米
　
澤
　
義
　
英

　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
悦
　
丈

　
　
　
　
　
　
小
　
林
　
啓
　
太

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
各
「
単
位
子
ど
も
会
」
の
代
表
を

中
心
と
し
、
今
年
度
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
上
富
良

野
町
⼦
ど
も
会
育
成
協
議
会
主
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
会
経
由
に
絞
っ
た
告
知
で
し
た
が
、
会
場
が
た

く
さ
ん
の
笑
顔
と
シ
ャ
ボ
ン
玉
に
包
ま
れ
た
こ
と
を
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

　
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
は
あ
っ
と
い
う
間
に
弾

け
て
い
き
ま
し
た
が
、
同
じ
く
弾
け
る
よ
う
に
遊
ん
で
く

れ
た
子
ど
も
た
ち
の
記
憶
に
は
の
こ
っ
て
い
る
と
良
い

な
、
と
思
い
ま
す
。

　
ご
来
場
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
活
動
に
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

　
９
月
か
ら
議
会
広
報
特
別
委
員
会
委
員
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
を
編
集
す
る
に
あ
た
っ
て
、
１
人
で
も

多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
参
考
に
す
る

た
め
様
々
な
地
域
の
議
会
だ
よ
り
に
目
を
通
す
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

　
先
進
地
と
呼
ば
れ
る
地
域
は
と
て
も
工
夫
さ
れ
て
お

り
、
読
ん
で
い
る
だ
け
で
各
議
会
の
努
力
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
上
富
良
野
の
過
去
の
議
会

だ
よ
り
に
も
目
を
通
す
と
、
こ
れ
ま
で
よ
り
良
い
議
会

だ
よ
り
を
作
る
た
め
に
上
富
良
野
の
先
輩
議
員
た
ち
も
、

沢
山
考
え
工
夫
し
て
き
た
経
緯
が
十
分
に
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。
今
ま
で
の
先
輩
方
た
ち
の
努
力
を
次
に
繋
げ
ら

れ
る
よ
う
気
を
引
き
締
め
て
議
会
だ
よ
り
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
各
議
員
の

昔
の
写
真
や
、
議
会
の
奮
闘
な
ど
過
去
の
議
会
だ
よ
り

を
読
む
と
、
と
て
も
面
白
く
、
議
会
が
よ
り
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
の
で
、
皆
さ
ん
も
お
時

間
あ
る
時
に
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
覗
い
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                                    （
茶
谷
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よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
勉
強
し
て
き
ま
し
た

◆
７
月
８
日
「
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会
」

①
「
地
方
議
会
に
お
け
る
議
員
の
多
彩
化
に
む
け
て
」

　
　  

西
南
学
院
大
学
法
学
部
教
授
　
勢
一
　
智
子
　
氏

　
人
口
減
少
社
会
が
地
域
に
も
た
ら
す
も
の
や
時
代
に

求
め
ら
れ
る
地
方
議
会
に
向
け
て
等
の
視
点
か
ら
、
若

者
が
議
員
に
な
り
た
い
と
思
え
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
、
変
革
が
必
要
だ
と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

②
「
人
口
減
少
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
」

　
　
　
　  

人
口
戦
略
会
議
副
議
長
　
増
田
　
寛
也
　
氏

　
広
域
市
町
村
連
携
の
モ
デ
ル
事
業
を
確
立
す
る
こ
と
、

関
係
人
口
に
対
し
魅
力
あ
る
資
源
資
産
を
確
立
す
る
こ

と
、
地
方
の
良
さ
を
活
か
し
不
足
す
る
と
こ
ろ
を
補
完

し
あ
い
な
が
ら
人
口
減
少
社
会
に
対
応
す
る
こ
と
が
必

要
と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

◆
９
日
「
千
歳
市
防
災
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

そ
な
え
ー
る
」
視
察

 
　
疑
似
震
災
体
験
や
火
災
時
の
避
難
、
高
い
所
か
ら

の
避
難
等
が
体
験
で
き
る
他
、
災
害
が
発
生
し
た
と

き
の
災
害
対
策
本
部
機
能

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
し

た
。
活
火
山
の
あ
る
当
町

も
災
害
対
策
本
部
機
能
の

充
実
や
災
害
体
験
学
習
を

行
え
る
施
設
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

地震体験コーナー

議会の主な予定
10 月　９日　　富良野広域連合議会定例会
10 月 15 日　　決算特別委員会（～ 17 日）
11 月　４日　　議会運営委員会
　　　　　　　　　　　先進地行政視察（～５日）
11 月　６日　　上川町村議会研修
11 月 17 日　　議会広報特別委員会
　　　　　　　　　　　先進地行政視察（～ 18 日）
12 月 17 日　　第４回定例会（～ 18 日）　

次回２月１０日発行予定

次号の注目！

・R6 年度決算
正しく使われていたかを総チェック

今
号
の
表
紙

上
富
良
野
町
子
ど
も
会
育
成
協
議
会

会
長
・
大
町
連
合
子
ど
も
会
　
代
表
　
大お
お
た
け竹

　
弘こ
う
す
け佑
さ
ん

ご
提
供
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！


